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県
に
報
告

幼
稚
園
誘
致
本
格
化
な
ら
ず

小
学
校
適
正
配
置
・
適

正
規
模
検
討
委
員
会
に

何
を
求
め
る

委委委委員員員員会会会会ハハハハイイイイラララライイイイトトトト
①
適
正
規
模
に
つ
い
て
基

本
的
な
考
え
方
と
適
正
規

模
の
現
実
の
た
め
の
具
体

的
方
策
②
適
正
配
置
の
た

め
の
具
体
策
③
通
学
区
域

制
度
に
つ
い
て
の
基
本
的

な
考
え
方
の
３
点
で
特
色

あ
る
学
校
づ
く
り
、
充
実

し
た
教
育
環
境
の
提
供
、

学
校
規
模
、
地
域
と
の
関

わ
り
な
ど
の
諮
問
を
求
め

た
。

答
申
を
受
け
て
ど

う
す
る
の
か
。

通
学
バ
ス
は
３
㎞

で
利
用
で
き
る
の

か
。

県
の
要
請
が
あ
っ

た
２
幼
稚
園
の
一

本
化
の
調
整
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

川
尻
地
区
で
営
業
し
て

い
る
射
撃
場
の
鉛
問
題
の

現
状
は
、
沈
殿
池
な
ど
の

設
置
で
規
制
値
内
に
収
ま

っ
て
い
る
が
、
地
域
住
民

の
不
安
は
解
消
さ
れ
て
い

な
い
。
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
も
示
さ
れ
た
今
、
遵
守

す
る
よ
う
に
、
全
員
賛
成

で
国
に
意
見
書
を
提
出
す

る
こ
と
に
し
た
。

Ｈ
18
年
度
は
95
基
、
来

年
度
も
同
数
計
画
し
、
公

共
水
域
の
水
質
改
善
に
努

力
し
た
い
。
設
置
後
の
国

の
検
査
も
法
制
化
さ
れ
厳

し
く
な
る
。

行
政
は
説
明
会
を
終
え
、

基
本
的
に
は
行
財
政
改
革

を
堅
持
す
る
事
で
地
域
の

了
解
を
得
た
と
し
て
、
第

２
次
試
案
を
提
出
し
た
。

今
後
こ
の
２
次
試
案
に
沿

っ
て
調
査
す
る
が
、
地
域

に
よ
っ
て
、
保
育
所
を
残

せ
と
い
う
本
流
が
あ
る
。

こ
の
願
い
を
重
く
受
け
と

め
、
今
後
調
査
す
る
こ
と

と
す
る
。民

営
化
に
移
行
す
る

仕
組
み
が
法
を
ク
リ

ア
す
る
こ
と
が
条
件
だ
が
、

整
理
で
き
て
い
る
の
か
。

給
食
は
自
校
式
が

必
要
な
の
か
。

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
の
設
置
は
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

今
の
と
こ
ろ
小

国
・
甲
山
で
試
行

的
に
対
応
し
て
ゆ
き
た
い
。

Ｑ

Ｑ幼
稚
園
誘
致
の
そ
の
後

Ｑ

保育所再編２次試案出る。保育所

の存続、地域の願いをどう結ぶか

甲
山
国
際
射
撃
場
鉛
問
題

小
型
合
併
浄
化
槽
の
設
置

状
況
・
今
後
の
取
り
組
み

保
育
行
政
は
ど
う
す
る
の
か

Ｑ

Ｑ Ｑ

元気いっぱい　退所式で
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い
よ
い
よ
始
ま
る
品
目
横
断
的
経
営

活
性
化
に
な
る
か

山
田
川
ダ
ム
完
成
に
と

も
な
い
川
角
橋
付
近
か
ら

取
水
し
、
さ
か
え
浄
水
場

で
飲
み
水
と
し
た
も
の
を

再
び
山
田
川
ダ
ム
下
流
域

に
配
水
す
る
た
め
の
３
つ

の
施
設
工
事
を
調
査
し

た
。

●
調
整
水
槽
、
取
水
地
点

の
水
を
一
旦
、
調
整
水
槽

（
45
k
）
赤
屋
地
区
に
貯

め
る
施
設
。

●
加
圧
ポ
ン
プ
所
、
さ
か

え
浄
水
場
か
ら
の
飲
み
水

を
第
４
配
水
池
に
上
げ
る

施
設
（
東
上
原
）。

●
第
４
配
水
池
、
さ
か
え

浄
水
場
か
ら
の
水
を
貯
水

す
る
施
設
（
東
上
原
・
容

量
１
５
０
k
４
０
０
人
が

使
用
し
て
12
時
間
分
の

量
）。

Ｈ
18
年
来
園
予
想
は
、

Ｈ
19
年
１
月
末
で
34
万
５

千
人
と
、
当
初
見
込
み
を

大
き
く
上
回
っ
た
。
県
民

公
園
は
、
遊
具
を
持
参
し

て
の
再
来
園
者
が
増
加
し

て
い
る
。

Ｈ
19
年
度
よ
り
始
ま
る

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向

上
対
策
へ
の
取
り
組
み
は

９
地
区
で
行
わ
れ
、
地
域

住
民
・
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
な

ど
幅
広
い
取
り
組
み
で
あ

る
。
品
目
横
断
的
経
営
安

定
対
策
は
、
従
来
品
目
ご

と
一
律
全
農
家
対
象
に
行

わ
れ
て
い
た
が
、
今
後
は

担
い
手
（
認
定
農
業
者
３

ha
以
上
・
集
落
営
農
組
織

15
・
２
ha
以
上
）
に
限
定

し
た
対
策
と
な
っ
て
い

る
。（
こ
の
対
策
で
、
麦

11
件
32
ha
・
大
豆
20
件
１

１
０
ha
が
取
り
組
ま
れ
る

予
定
）

Ｈ
18
年
度
中
の
行
財
政

改
革
推
進
プ
ラ
ン
の
進
行

状
況
が
報
告
さ
れ
た
。

①
指
定
管
理
者
制
度
を
活

用
し
、
８
施
設
を
民
間
委

託
。

②
負
担
金
・
補
助
金
に
つ

い
て
は
Ｈ
19
年
ま
で
今
後

抜
本
的
に
見
直
す
。

③
せ
ら
ま
ち
タ
ク
シ
ー
の

導
入
に
よ
り
経
費
削
減
。

④
事
務
処
理
に
つ
い
て
は

変
則
勤
務
な
ど
導
入
。

⑤
町
・
県
民
税
の
前
納
報

奨
金
Ｈ
19
年
よ
り
廃
止
。

⑥
地
域
の
使
用
に
限
定
さ

れ
る
施
設（
集
会
所
な
ど
）

６
施
設
を
地
域
譲
渡
。

⑦
地
域
協
働
の
取
り
組
み

は
、
リ
ー
ダ
ー
育
成
研
修

を
開
催
。

⑧
定
員
管
理
は
、
11
名
の

純
減
。
通
勤
手
当
て
は
１

㎞
29
円
か
ら
20
円
に
。

⑨
保
育
所
再
編
整
備
計
画

の
策
定
に
む
け
公
民
館
単

位
で
試
案
を
も
と
に
住
民

説
明
会
を
開
催
し
た
。

浄
化
セ
ン
タ
ー
・
国
道

４
３
２
号
を
中
心
と
し
た

下
水
管
幹
路
埋
設
・
小
世

良
天
神
鼻
を
中
心
と
し
て

支
線
埋
設
の
工
事
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

委
員
会
と
し
て
は
、
加

入
率
も
不
明
の
中
で
工
事

を
進
め
る
こ
と
は
問
題
で

あ
る
。
後
年
度
負
担
の
増

大
を
避
け
る
た
め
、
早
期

に
計
画
の
見
直
し
を
求
め

た
。町

は
都
市
計
画
の
見
直

し
も
含
め
検
討
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

上
水
道
加
圧
ポ
ン
プ

築
造
工
事
（
現
地
調
査
）

農
業
公
園
・
県
民
公
園
は

ど
う
な
る
農
業
振
興

行財政改革急ピッチ

地域協働はリーダー研修から

後
年
度
負
担
増
必
至

見
直
し
案
強
く
求
め
る

見直しを求めている公共下水道事業　処理場築造中


